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Fundamental study on application of reliability design
method for concrete highway bridges
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	現橋の信頼性指標の検討では、道示Ⅲ2)に従って設計されたコンクリート橋（表-1、図-2）の主方向を対象に、現行基準に従った設計（以下、「現行設計」という。）が有している破壊に対する信頼性指標β※の試算を行った。
	表-2　検討に用いた荷重および荷重組合せの一例
	注)D:死荷重、L:活荷重、T:温度変化の影響、EQ:地震の影響
	照査部位は、各橋種において断面力が卓越する箇所（支間中央、支点部、1/4支間等）とした。検討に用いた荷重は、表-2に示すように永続作用時および変動作用時それぞれ、現行道示の設計荷重作用時の荷重規模と大きくかい離しない部分係数書式の荷重係数と荷重組合せ（以下、「試算用荷重組合せ」という。）である。
	表-3に考慮した不確定要因と基本統計量を示す。各変動要因の平均値および変動係数は、既往の調査結果等に基づき設定した。なお、曲げ耐力や斜引張破壊耐力などの各耐力に対する信頼性指標を把握するために、設計荷重時の許容応力度の照査を行わず、終局荷重時の断面力相当の耐力を有するよう部材厚や鋼材配置等の細目を決定した。
	信頼性指標βの解析方法として各種の方法が提案されているが、曲げ耐力と斜引張破壊耐力（ねじり）は汎用性を考慮してFOSM法を用いた。なお、斜引張破壊耐力（せん断）とウェブ圧壊耐力（せん断）はモンテカルロシミュレーションを用いた。
	（ねじり）の各耐力に対する修正係数Ψ及び目標信頼性指標βTを示す。なお、斜引張破壊耐力（せん断）は、道示Ⅲおよび道示Ⅴ2)の各評価式について信頼性指標を算定した。
	修正係数Ψは1.6～2.0程度であり、概ね荷重係数比に応じた断面力比となった。なお、斜引張破壊耐力（せん断）のβTの平均値は、道示Ⅴの評価式より求めた場合は4.23であり、道示Ⅲの2.15より大きな安全余裕を有する。これは、評価式が有する誤差の相違によるものと考えられる。また、ウェブ圧壊耐力の値が0.61と他と比べて小さいが、これは耐力の変動要因のうち、ばらつきの大きいコンクリート強度に起因する「平均せん断応力度
	の最大値」が支配的であることによると思われる。
	なお、実設計においては、修正係数Ψによる安全余裕を考慮した抵抗係数とすること、一般に部材厚は終局荷重レベルよりも設計荷重レベルで決定することから、信頼性設計導入によりウェブ圧壊に対する安全余裕が他と比べて著しく小さくなることはないと考えられる。
	(1)　曲げ耐力、ウェブ圧壊耐力、斜引張破壊耐力（ねじり）の抵抗係数
	(2)　斜引張破壊耐力（せん断）の抵抗係数
	図-6　ウェブ圧壊耐力の修正係数および目標信頼性指標
	表-4に修正係数Ψを考慮した抵抗係数φを示す。それぞれの抵抗係数は修正係数で除しているため、概ね0.5～0.6程度と、諸外国のそれと比べると小さい。なお、せん断（斜引張破壊）のⅢ編式の場合のコンクリート分担分（Sc）の抵抗係数は0.36と、特に小さい。これは、評価式自体が有する誤
	表-4　抵抗係数一覧（修正係数Ψ考慮）
	差とともに、コンクリートが負担できるせん断応力度が表-3に示すとおり材料ばらつきの大きいコンクリート強度に支配されるためである。

